
  

 

 
 

 

「ｖｅｒｄｅ」とは、ポルトガル語で「緑の」という意味です。 
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（ホームページにてブログも更新しております。そちらも是非ご覧ください。） 

 



 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



このところ熊や鹿などの野生生物が住宅街に現れる騒動を見かけるようにな

りました。冬眠の準備で栄養を貯えなくてはならない季節、森林破壊による餌

の確保が難しいことで、危険を冒してまで人間の住む場所まで来なくてはな

らないことが不憫に思います。食糧危機は人間だけに訪れる問題ではないの

に、人間は危険だから駆除という勝手な宣戦布告。森林を奪ったことを棚に上

げ、里に下りてきたことを一方的に非難しているように思えます。哀しい話題

に反して、最近、企業で環境保全に取り組む動きがあるそうです。それを ESG

投資といい、財務的な要素に加えて、非財務的な要素である ESG（環境、社

会、ガバナンス）を考慮する投資のことで、財務省の HP には、投資先企業の

業績に影響しうる気候変動等は、金融市場のリスクとなっている。気候変動へ

の国際的な対応は、投資先企業・投資家にとっての収益機会ともなる。と記さ

れております。かみ砕くと、SDGs をビジネスに取り入れないと投資家に見

向きされないようです。記憶に新しいオーストラリアでの森林火災やハワイ・

マウイ島での火災、人や動物が多数被災しました。日本でも台風や豪雨で家屋

の浸水や土砂災害の被害に遭いました。自然の猛威にただ怒りが収まるのを

祈り、見守るしか出来なかった。人ひとりは自然を相手には非力ですが、企業

が ESG に取り組んでいただけることで、SDGs の達成にもつながれる、ESG

は平和で美しい地球を守る心強いヒーロー、希望の光。ですが、他力本願では

なく、ゴミは拾って、徳も積みながら自然を守り、平穏な世を維持します。 

   

 

 

 

 

 

      

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


